


要約:超未熟児における慢性肺疾患の発生状況を調査し、その呼吸器糸予後について検討

した。1987 年 4 月から 1992 年 12 月までの 5 年 9 ヵ月間に入院した超未熟児 105 例中、

少なくても生後 1年以上経過観察できた例は 79例あった。そのうち慢性肺疾患(CLD)は 40

例(51%)にみられた。CLD 群は、非 CLD 群に比し出生体重、在胎週数とも有意に小さく、

動脈管開存も高率に合併した。人工換気施行期間、酸素投与期間も有意に長く、入院期間

も約 1 ヵ月長く要した。退院後の経過では、CLD 群の 21 例(53%)に喘息様症状がみられ、

17 例(43%)にテオフィリソ製剤の持続点滴療法が施行された。これは非 CLD 群に比し有意

に高率であった。しかし、酸素テント収容例はCLD 群 5 例、非 CLD 群 3 例、プロタノール

持続吸入施行例は両群 2例ずっと、重症喘息例の頻度には差はなかった。


